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広島平和記念式典派遣事業を
実
施
し
ま
し
た

総
合
政
策
課
総
務
係

☎
（63）
２
１
３
８

　
８
月
６
日
、
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ

て
か
ら
78
回
目
の
夏
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
な
お
、
世
界
で
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
戦
争
や
紛
争
が
続

い
て
お
り
、
よ
り
「
自
分
事
」
と
し
て
平

和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
認
識
す
る
こ
と

が
必
要
な
状
況
で
す
。

　
鹿
沼
市
で
は
、
平
成
７
年
に
「
平
和
都

市
」
を
宣
言
し
、
平
成
９
年
か
ら
、
市
内

の
中
学
生
を
広
島
に
派
遣
し
、
戦
争
の
悲

惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
20
人
の
生
徒
が
広
島
の
地
を

訪
れ
ま
し
た
。

平
和
記
念
式
典
参
列

　
平
和
記
念
式
典
で
は
、
原
爆
死
没
者
名
簿

奉
納
や
献
花
、
黙
と
う
、
こ
ど
も
代
表
に
よ

る
平
和
へ
の
誓
い
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

原
爆
が
投
下
さ

れ
た
午
前
８
時

15
分
に
は
、
原

爆
死
没
者
へ
の

慰
霊
や
世
界
の

恒
久
平
和
を
願

い
全
員
で
黙
と

う
を
行
い
ま
し

た
。

平
和
記
念
公
園
・
国
立
広
島
原

爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
・

平
和
記
念
資
料
館

　
平
和
記
念
公
園
は
、
爆
心
地
に
近
い
広
島

の
中
心
部
に
位
置
し
、
原
爆
ド
ー
ム
や
、
国

立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
、
広

島
平
和
記
念
資
料
館
が
あ
り
ま
す
。

　
国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館

で
は
、
報
告
会
に
お
越
し
く
だ
さ
っ
た
柳
田

邦
男
氏
の
企
画
展
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
被

曝
の
実
相
を
学
習
し
ま
し
た
。

　
資
料
館
の
本
館
で
は
、
目
を
そ
ら
し
た
く

な
る
よ
う
な
記
録
の
数
々
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
派
遣
団
は
、
こ
の
よ
う
な
出
来
事
が
二

度
と
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
改

め
て
平
和
へ
の
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

　

派遣団派遣団
団長　後藤　勝浩（北押原中学校校長）団長　後藤　勝浩（北押原中学校校長）
団員　中学校３年生　20人団員　中学校３年生　20人
	 東　　中　中村　心晴　	蟹澤　柊斗　	宮本　歩夢	 東　　中　中村　心晴　	蟹澤　柊斗　	宮本　歩夢
	 　　　　　金子　和博　	西村　実紗	 　　　　　金子　和博　	西村　実紗
	 西　　中　竹澤　琉花　	森山　りな　	福田　富麻	 西　　中　竹澤　琉花　	森山　りな　	福田　富麻
　北　　中　加藤　千愛　	大柿　杏莉　	山本　大智　北　　中　加藤　千愛　	大柿　杏莉　	山本　大智
	 北犬飼中　戸来　彩乃　	柏﨑　睦月	 北犬飼中　戸来　彩乃　	柏﨑　睦月
	 北押原中　大貫　夏芽　	鈴木　汰芽	 北押原中　大貫　夏芽　	鈴木　汰芽
	 加	蘇	中　飯野　孝広	 加	蘇	中　飯野　孝広
	 板	荷	中　阿部　圭将	 板	荷	中　阿部　圭将
	 南	摩	中　牛久　知春	 南	摩	中　牛久　知春
	 南押原中　落合　美琴	 南押原中　落合　美琴
	 粟	野	中　廣田　隼士	 粟	野	中　廣田　隼士

派遣日程　派遣日程　８月５日㈯～７日㈪８月５日㈯～７日㈪
	 １日日　平和記念資料館、平和記念	 １日日　平和記念資料館、平和記念
	 　　　　公園、原爆ドーム等見学	 　　　　公園、原爆ドーム等見学
	 ２日目　平和記念式典参列	 ２日目　平和記念式典参列
	 　　　　灯ろう流し	 　　　　灯ろう流し
	 ３日目　原爆の子の像に折鶴奉納	 ３日目　原爆の子の像に折鶴奉納
	 　　　　被爆体験講話学習	 　　　　被爆体験講話学習

引率者引率者
　三　宅　勇　希（北犬飼中学校教諭）　三　宅　勇　希（北犬飼中学校教諭）
　和久井　由紀子（南押原中学校教諭）　和久井　由紀子（南押原中学校教諭）

▲平和記念資料館を見学

▲平和記念式典に参列
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灯
ろ
う
流
し

　
平
和
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
日
の
夜
に
、

原
爆
ド
ー
ム
周
辺
で
行
わ
れ
る
灯
ろ
う
流
し

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
灯
ろ
う
流
し
は
、
原
爆
で
家
族
や
知
人
を

失
っ
た
遺
族
や
市
民
た
ち
が
追
善
と
供
養
の

た
め
、
手
作
り
の
灯
ろ
う
を
川
に
流
し
た
の

が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
派
遣
団
は
、
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
灯

ろ
う
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
入
れ
、
手
流
し

し
ま
し
た
。
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、
祈

り
を
捧
げ
ま
し
た
。

被
爆
体
験
講
話
学
習

　
被
爆
体
験
講
話
学
習
で
は
、
３
歳
の
と
き

に
、
爆
心
地
か
ら
９
０
０
ｍ
離
れ
た
母
の
実

家
で
被
爆
さ
れ
た
飯
田
國
彦
先
生
の
体
験
談

を
聴
き
ま
し
た
。

　
原
爆
投
下
直
後
の
悲
惨
な
状
況
や
、
身
近

な
人
の
死
、
放
射
線
に
よ
る
体
調
の
変
化
に

つ
い
て
語
る
先
生
の
お
話
は
、
戦
争
の
悲
惨

さ
や
理
不
尽
さ
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
も
の
で

し
た
。

　
派
遣
団
は
、
先
生
の
お
話
に
熱
心
に
聴
き

入
り
ま
し
た
。

原
爆
の
子
の
像

　
原
爆
の
子
の
像
は
、
原
爆
で
亡
く
な
っ
た

子
ど
も
た
ち
の
霊
を
慰
め
、
平
和
な
世
界
を

願
っ
て
平
和
記
念
公
園
内
に
造
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
像
に
は
、
世
界
中
か
ら
た
く
さ
ん
の

千
羽
鶴
が
捧
げ
ら
れ
て
お
り
、
平
和
を
願
う

人
々
の
強
い
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
派
遣
団
は
、
市
内
の
各
中
学
校
で
折
っ
た

平
和
へ
の
願
い
の
こ
も
っ
た
千
羽
鶴
を
、
各

中
学
校
を
代
表
し
、
原
爆
の
子
の
像
に
捧
げ

ま
し
た
。

　市のホームページで事
業概要、派遣生徒たちの感
想文、記録映像を公開して
います。

　市の公式youtubeでは、令和２、３年度に作成したDVDや
令和４年度に実施した事業の記録映像を公開しています。
　また、市内図書館、各コミュニティセンターでもDVDの
貸出をしていますので、ぜひご覧ください。

　８月21日㈪、鹿沼市役所にて広島平和記念式典派遣事業に参加した生徒たちが、派遣期間中の活動報告を行い
ましたので、その一部を紹介します。

▲灯ろうに込めた平和へのメッセージ

▲被爆体験講話

北中
加藤　千愛さん

中学生たちが派遣事業での学びを市長等に報告しました。

広島平和記念式典派遣団　報告会

　私は平和とは、核兵器がなく争いがないこと、全ての
人々が思いやりをもち、認め合えることだと考えます。
３日間で、戦争の悲惨さや平和と命の尊さなどたくさん
のことを学びました。この学んだことを学校のみんな
や家族に伝え、平和とは何か、私たちにできることは何
かを考え、話し合い、これからは私たちが次の世代の人
に、戦争や平和について伝えていきたいです。

市
ホームページ

市公式
youtube

　報告会には、
本市出身のノンフィクション

作家であり、
かぬまふるさと大使の
柳田邦男氏も参加し、

派遣された中学生と懇談しました。

　派遣事業での経験は、今後
生きていく上で、大きな糧に
なる。

　現地におもむき原爆ドームを生で見た時には、戦争や核
兵器がどれほど悲惨なものなのかを考えさせられました。
また、平和記念資料館に行き、多くの展示物をみて、人々
やその街にもたらした被害の大きさを知るとともに、今、
自分達が過ごしている日々が決して当たり前ではないこと
を実感することができました。３日間で学んだこと、感じ
たことをたくさんの人に伝えていきたいと思いました。

加蘇中
飯野　孝広さん


